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② TOP は糖・脂質代謝に関わる遺伝子発現を調節することで効果を発揮する コン
トロール群と 1%TOP群において、糖・脂質代謝を担う主要臓器である肝臓の遺伝




























① CFO は尿酸値上昇を抑制する ラットに高尿酸血症誘導食を自由摂取させつつ、













③ CFO は尿酸トランスポーターの発現を調節し、尿酸の排泄を促進する 腎臓から
の尿酸排泄への CFO投与の影響を確認するために、各群の尿中尿酸値を測定した。
その結果、コントロール群と比較して、CFO 投与群にて、尿中尿酸値の有意な上
昇を確認した。また、この作用機序を明らかにするために、通常食群、コントロー
ル群、CFO（1,000 mg/kg）群の腎臓の遺伝子発現を DNAマイクロアレイにて評
価した。その結果、CFO 投与によって尿細管細胞から尿へ尿酸を排泄するトラン
スポーター（Abcg2、Slc17a1）の遺伝子発現上昇を認めた。従って、CFOは、尿
酸を排泄するトランスポーターの遺伝子発現増強によって、尿酸排泄を促進する事
が示唆された。 
以上の結果より、ニュートリゲノミクス解析を含む作用機序解析により、菊花抽出物
が尿酸産生を抑制し、尿酸排泄を促進することで尿酸値の上昇を抑制することが示さ
れた。 
 
 
